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(57)【要約】
【課題】本発明は、バッテリポストへの取付け作業を適 
切に行うことができるバッテリ端子を提供することを目 
的とする。
【解決手段】バッテリ端子１は、端子本体２と、該端子 
本体に装着されるプロテクタ３と、を備え、端子本体は 
、該バッテリポスト１０２を挟み込む一対の挟持部２１ 
Ｒ、２１Ｌと、一対の挟持部の両端それぞれに連続する 
一対の対向部２２Ｒ、２２Ｌと、一対の対向部を近接さ 
せてバッテリポストを締め付ける操作部７と、を有し、 
プロテクタは弾性部３２を有し、弾性部には、バッテリ 
本体の上面１０１ａに当接される当接部３２Ｃと、変位 
部３２Ｂ、とが設けられ、変位部は、進入位置と、退避 
位置と、に変位自在に設けられ、変位部が進入位置にあ 
る際に操作部による締付け操作が規制され、当接部がバ 
ッテリ本体の上面に押し付けられることで、変位部が進 
入位置から退避位置に変位して、操作部による締付け操 
作が許容される。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　6　　ＯＬ　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 か ら 突 出 し て 設 け ら れ た バ ッ テ リ ポ ス ト に 接 続 さ れ る バ ッ テ リ 端 子 で  
あ っ て 、
端 子 本 体 と 、 該 端 子 本 体 に 装 着 さ れ て 前 記 端 子 本 体 と 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 と の 間 に 位  
置 さ れ る プ ロ テ ク タ と 、 を 備 え 、
前 記 端 子 本 体 は 、 該 バ ッ テ リ ポ ス ト を 挟 み 込 む 一 対 の 挟 持 部 と 、 該 一 対 の 挟 持 部 の 両 端 そ  
れ ぞ れ に 連 続 す る 一 対 の 対 向 部 と 、 前 記 一 対 の 対 向 部 を 近 接 さ せ て 前 記 バ ッ テ リ ポ ス ト を  
締 め 付 け る 操 作 部 と 、 を 有 し 、
前 記 プ ロ テ ク タ は 、 前 記 端 子 本 体 に 支 持 さ れ る プ ロ テ ク タ 本 体 と 、 該 プ ロ テ ク タ 本 体 か ら  
延 び て 形 成 さ れ た 弾 性 部 と 、 を 有 し 、
前 記 弾 性 部 に は 、 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 当 接 さ れ る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 に 連 続 し て 設  
け ら れ た 変 位 部 と 、 が 設 け ら れ 、
前 記 変 位 部 は 、 前 記 一 対 の 対 向 部 間 に 進 入 す る 進 入 位 置 と 、 前 記 進 入 位 置 か ら 前 記 一 対 の  
対 向 部 の 外 側 に 退 避 す る 退 避 位 置 と 、 に 変 位 自 在 に 設 け ら れ 、
前 記 変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 に あ る 際 に 前 記 操 作 部 に よ る 締 付 け 操 作 が 規 制 さ れ 、 前 記 当 接  
部 が 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 前 記 変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 か ら 前  
記 退 避 位 置 に 変 位 し て 、 前 記 操 作 部 に よ る 締 付 け 操 作 が 許 容 さ れ る こ と を 特 徴 と す る バ ッ  
テ リ 端 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 プ ロ テ ク タ は 、 前 記 変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 に あ る 際 に は 自 然 状 態 で あ り 、
前 記 当 接 部 が 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 前 記 変 位 部 は 弾 性 変 形 し  
て 、 前 記 進 入 位 置 か ら 前 記 退 避 位 置 に 変 位 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ  
リ 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 弾 性 部 は 、 前 記 変 位 部 か ら 前 記 プ ロ テ ク タ 本 体 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ た 突 起 を 有  
し 、 前 記 突 起 に は 、 前 記 端 子 本 体 に 摺 動 さ れ る 摺 動 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の バ ッ テ リ 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 プ ロ テ ク タ 本 体 か ら 前 記 変 位 部 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ 、 前 記 変 位 部 を 挟 ん で 前 記  
変 位 部 の 前 記 進 入 位 置 お よ び 前 記 退 避 位 置 の 変 位 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 が 設 け ら れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の バ ッ テ リ 端 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 変 位 部 の 前 記 当 接 部 か ら 離 れ た 先 端 側 に は 、 前 記 変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 に あ る 際 に 、  
前 記 端 子 本 体 に 引 っ 掛 か る 引 掛 け 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の う  
ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の バ ッ テ リ 端 子 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 一 対 の 挟 持 部 に は 、 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ て 、 前 記 プ ロ  
テ ク タ 本 体 を 装 着 さ せ る 装 着 部 が 設 け ら れ 、
前 記 プ ロ テ ク タ 本 体 に は 、 前 記 装 着 部 に 外 挿 さ れ る 外 挿 筒 部 と 、 該 外 挿 筒 部 か ら 前 記 装 着  
部 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ て 、 前 記 装 着 部 に 弾 性 的 に 接 触 す る 押 圧 部 が 設 け ら れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の バ ッ テ リ 端 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 バ ッ テ リ ポ ス ト に 接 続 さ れ る バ ッ テ リ 端 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 車 両 に お け る バ ッ テ リ か ら 各 回 路 へ の 電 力 供 給 は バ ッ テ リ 端 子 を 介 し て 行 わ れ る こ  
と が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 を 介 し て 行 わ れ る こ と が 多 い （ 例 え ば 、 特 許 文 献  
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１ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に は 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 か ら 突 出 す る バ ッ テ リ ポ ス ト に 電 気 的 か つ 機 械 的 に  
接 続 さ れ る バ ッ テ リ 端 子 が 開 示 さ れ て い る 。 バ ッ テ リ 端 子 は 、 バ ッ テ リ ポ ス ト を 締 め 付 け  
る 締 付 け 部 を 有 す る 端 子 本 体 と 、 該 １ は 、 一 対 の 板 状 部 材 ３ ， ３ を 有 す る 本 体 部 ５ と 、 一  
対 の 板 状 部 材 ３ ， ３ に そ れ ぞ れ 設 け ら れ バ ッ テ リ ポ ス ト ７ が 挿 通 さ れ る ポ ス ト 孔 ９ ， ９ と  
、 一 対 の 板 状 部 材 ３ ， ３ に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 端 部 か ら ポ ス ト 孔 ９ ， ９ ま で 連 通 さ れ た ス リ  
ッ ト １ １ ， １ １ と 、 一 対 の 板 状 部 材 ３ ， ３ 間 に 配 置 さ れ ス リ ッ ト １ １ を 挟 ん で 一 対 の 板 状  
部 材 ３ ， ３ の 両 端 部 に 配 置 さ れ る 板 部 材 １ ３ と 、 板 部 材 １ ３ の 一 端 側 に 配 置 さ れ 板 部 材 １  
３ を 貫 通 す る ボ ル ト 挿 通 穴 １ ５ に ナ ッ ト １ ７ が 締 結 さ れ る 締 結 部 １ ９ が 挿 通 さ れ る ボ ル ト  
２ １ と 、 板 部 材 １ ３ と ナ ッ ト １ ７ と の 間 に 配 置 さ れ ナ ッ ト １ ７ の 締 結 に よ り 一 対 の 板 状 部  
材 ３ ， ３ を 板 部 材 １ ３ の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 け て 押 圧 す る ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ と 、 板 部 材 １  
３ の 他 端 側 に 設 け ら れ 一 対 の 板 状 部 材 ３ ， ３ と 係 合 し ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ に よ る 一 対 の 板 状 部  
材 ３ ， ３ へ の 押 圧 力 を 受 け ス リ ッ ト １ １ を 狭 め る 保 持 部 ２ ５ と を 備 え て い る 。 端 子 本 体 に  
支 持 さ れ て 、 端 子 本 体 と バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 と の 間 に 位 置 さ れ る バ ネ 片 と 、 締 付 け 部 が バ  
ッ テ リ ポ ス ト を 締 め 付 け た 状 態 を 維 持 す る ク ラ ン プ 部 と 、 締 付 け 部 が バ ッ テ リ ポ ス ト を 締  
め 付 け た 状 態 で 、 端 子 本 体 、 お よ び ク ラ ン プ 部 を 貫 通 し て 締 結 さ れ る 締 結 部 材 と 、 を 備 え  
る 。 締 結 部 材 は 、 ボ ル ト と 、 該 ボ ル ト に 螺 合 さ れ る ナ ッ ト と 、 を 有 し て い る 。 ボ ル ト は 、  
軸 部 と 、 軸 部 の 端 部 に 設 け ら れ た 頭 部 と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
バ ネ 片 は 、 一 方 の 端 部 が 端 子 本 体 に 支 持 さ れ 、 他 方 の 端 部 に は 、 ボ ル ト の 頭 部 が 固 定 さ れ  
て い る 。 こ の バ ネ 片 は 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 押 し 付 け ら れ る こ と で 弾 性 変 形 す る こ と に  
よ り 、 ボ ル ト の 軸 部 は 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 対 し て 略 垂 直 な 姿 勢 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 従 来 の バ ッ テ リ 端 子 は 、 バ ネ 片 を バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 当 接 さ せ る こ と で 、 バ  
ネ 片 が 弾 性 変 形 し 、 ボ ル ト 軸 部 は 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 対 し て 略 垂 直 な 姿 勢 （ 正 し い 取  
付 け 位 置 ） に 維 持 さ れ る 。 ボ ル ト の 軸 部 が 正 し い 取 付 け 位 置 に あ る 状 態 で 、 ナ ッ ト を 螺 合  
す る こ と で 、 端 子 本 体 、 バ ネ 片 、 お よ び ク ラ ン プ 部 が 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 バ ッ テ リ  
端 子 は バ ッ テ リ ポ ス ト に 接 続 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 Ｕ Ｓ ２ ０ １ ８ ／ ０ ０ ６ ３ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 従 来 の バ ッ テ リ 端 子 は 、 バ ネ 片 が バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 当 接 し て い な い 状  
態 で は 、 ボ ル ト の 軸 部 が 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 対 し て 斜 め な 姿 勢 （ 誤 っ た 取 付 け 位 置 ）  
と な り 、 こ の 姿 勢 の ま ま ナ ッ ト の 締 付 け が 行 わ れ る 可 能 性 が あ る 。 即 ち 、 従 来 の バ ッ テ リ  
端 子 は 、 バ ッ テ リ ポ ス ト へ の 取 付 け 作 業 が 適 切 に 行 わ れ な い 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 バ ッ テ リ ポ ス ト へ の 取 付 け 作 業 を 適 切 に 行 う こ と が で き る バ ッ テ リ 端 子 を 提 供  
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 バ ッ テ リ 本 体 の  
上 面 か ら 突 出 し て 設 け ら れ た バ ッ テ リ ポ ス ト に 接 続 さ れ る バ ッ テ リ 端 子 で あ っ て 、 端 子 本  
体 と 、 該 端 子 本 体 に 装 着 さ れ て 前 記 端 子 本 体 と 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 と の 間 に 位 置 さ れ  
る プ ロ テ ク タ と 、 を 備 え 、 前 記 端 子 本 体 は 、 該 バ ッ テ リ ポ ス ト を 挟 み 込 む 一 対 の 挟 持 部 と  
、 該 一 対 の 挟 持 部 の 両 端 そ れ ぞ れ に 連 続 す る 一 対 の 対 向 部 と 、 前 記 一 対 の 対 向 部 を 近 接 さ  
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せ て 前 記 バ ッ テ リ ポ ス ト を 締 め 付 け る 操 作 部 と 、 を 有 し 、 前 記 プ ロ テ ク タ は 、 前 記 端 子 本  
体 に 支 持 さ れ る プ ロ テ ク タ 本 体 と 、 該 プ ロ テ ク タ 本 体 か ら 延 び て 形 成 さ れ た 弾 性 部 と 、 を  
有 し 、 前 記 弾 性 部 に は 、 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 当 接 さ れ る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 に 連 続  
し て 設 け ら れ た 変 位 部 と 、 が 設 け ら れ 、 前 記 変 位 部 は 、 前 記 一 対 の 対 向 部 間 に 進 入 す る 進  
入 位 置 と 、 前 記 進 入 位 置 か ら 前 記 一 対 の 対 向 部 の 外 側 に 退 避 す る 退 避 位 置 と 、 に 変 位 自 在  
に 設 け ら れ 、 前 記 変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 に あ る 際 に 前 記 操 作 部 に よ る 締 付 け 操 作 が 規 制 さ  
れ 、 前 記 当 接 部 が 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 前 記 変 位 部 が 前 記 進  
入 位 置 か ら 前 記 退 避 位 置 に 変 位 し て 、 前 記 操 作 部 に よ る 締 付 け 操 作 が 許 容 さ れ る こ と を 特  
徴 と す る バ ッ テ リ 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 プ ロ テ ク タ は 、 前 記  
変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 に あ る 際 に は 自 然 状 態 で あ り 、 前 記 当 接 部 が 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上  
面 に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 前 記 変 位 部 は 、 前 記 進 入 位 置 か ら 前 記 退 避 位 置 に 変 位 す る こ  
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 弾 性 部 は 、  
前 記 変 位 部 か ら 前 記 プ ロ テ ク タ 本 体 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ た 突 起 を 有 し 、 前 記 突 起 に  
は 、 前 記 端 子 本 体 に 摺 動 さ れ る 摺 動 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前  
記 プ ロ テ ク タ 本 体 か ら 前 記 変 位 部 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ 、 前 記 変 位 部 を 挟 ん で 前 記 変  
位 部 の 前 記 進 入 位 置 お よ び 前 記 退 避 位 置 の 変 位 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 が 設 け ら れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前  
記 変 位 部 の 前 記 当 接 部 か ら 離 れ た 先 端 側 に は 、 前 記 変 位 部 が 前 記 進 入 位 置 に あ る 際 に 、 前  
記 端 子 本 体 に 引 っ 掛 か る 引 掛 け 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前  
記 一 対 の 挟 持 部 に は 、 前 記 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ て 、 前 記 プ ロ テ  
ク タ 本 体 を 装 着 さ せ る 装 着 部 が 設 け ら れ 、 前 記 プ ロ テ ク タ 本 体 に は 、 前 記 装 着 部 に 外 挿 さ  
れ る 外 挿 筒 部 と 、 該 外 挿 筒 部 か ら 前 記 装 着 部 に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ て 、 前 記 装 着 部 に  
弾 性 的 に 接 触 す る 押 圧 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 部 に は 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 当 接 さ れ る 当 接 部 と  
、 該 当 接 部 に 連 続 し て 設 け ら れ た 変 位 部 と 、 が 設 け ら れ 、 変 位 部 は 、 一 対 の 対 向 部 間 に 進  
入 す る 進 入 位 置 と 、 進 入 位 置 か ら 一 対 の 対 向 部 の 外 側 に 退 避 す る 退 避 位 置 と 、 に 変 位 自 在  
に 設 け ら れ 、 変 位 部 が 進 入 位 置 に あ る 際 に 操 作 部 は 操 作 が 規 制 さ れ 、 当 接 部 が バ ッ テ リ 本  
体 の 上 面 に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 変 位 部 が 進 入 位 置 か ら 退 避 位 置 に 変 位 し て 、 操 作 部 は  
操 作 が 許 容 さ れ る 。 即 ち 、 端 子 本 体 に プ ロ テ ク タ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 変 位 部 が 進 入 位 置  
に あ る 際 に 、 端 子 本 体 と バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 と の 離 間 距 離 が 適 切 で は な い 誤 っ た 位 置 関 係  
に あ る 場 合 に は 、 操 作 部 に よ る 締 付 け 操 作 が 規 制 さ れ 、 変 位 部 が 退 避 位 置 に あ る 際 に 、 端  
子 本 体 と バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 と の 離 間 距 離 が 適 切 で あ る 正 し い 位 置 関 係 に あ る 場 合 に は 、  
操 作 部 に よ る 締 付 け 操 作 が 許 容 さ れ る 。 こ れ に よ れ ば 、 端 子 本 体 と バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 と  
の 離 間 距 離 が 適 切 で は な い 誤 っ た 位 置 関 係 に あ る 際 に 、 こ の 誤 っ た 位 置 関 係 の ま ま 操 作 部  
が 操 作 さ れ る こ と が な く な る か ら 、 バ ッ テ リ ポ ス ト へ の 取 付 け 作 業 を 適 切 に 行 う こ と が で  
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る バ ッ テ リ 端 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 バ ッ テ リ 端 子 が 、 バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 か ら 突 出 し て 設 け ら れ た バ ッ テ リ ポ ス  
ト に 接 続 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 バ ッ テ リ 端 子 を 図 １ と は 異 な る 角 度 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 前 記 バ ッ テ リ 端 子 を 構 成 す る 端 子 本 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 前 記 バ ッ テ リ 端 子 を 構 成 す る プ ロ テ ク タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 前 記 プ ロ テ ク タ の 変 位 部 が 進 入 位 置 に あ る 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 前 記 プ ロ テ ク タ の 変 位 部 が 退 避 位 置 に あ る 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 前 記 バ ッ テ リ 端 子 を 前 記 バ ッ テ リ ポ ス ト に 接 続 す る 手 順 を 説 明 す る た め の 図 で あ  
っ て 、 前 記 変 位 部 が 進 入 位 置 に あ る 状 態 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） は 図 ８ 中 の Ｉ － Ｉ 線 断 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 図 ８ 中 の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図  
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ の 後 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 前 記 変 位 部 が 退 避 位 置 に あ る 状 態 を 示 す 上  
面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ Ａ ） は 図 １ ０ 中 の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 断 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 図 １ ０ 中 の Ｉ Ｖ  
－ Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 前 記 バ ッ テ リ 端 子 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ １ １ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施  
の 形 態 に 係 る バ ッ テ リ 端 子 １ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 バ ッ テ リ 端 子 １ が 、 バ ッ テ リ  
本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ か ら 突 出 し て 設 け ら れ た バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ に 接 続 さ れ た 状  
態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 バ ッ テ リ 端 子 １ を 図 １ と は 異 な る 角 度 で 示 す 斜 視 図 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る バ ッ テ リ 端 子 １ は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 バ ッ テ リ 本 体 １  
０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ か ら 突 出 し て 設 け ら れ た バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ に 電 気 的 か つ 機 械 的 に  
接 続 さ れ て 、 バ ッ テ リ １ ０ ０ か ら 各 回 路 へ の 電 力 供 給 を 行 う も の で あ る 。 バ ッ テ リ １ ０ ０  
は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ と 、 該 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 隅 部 に 位 置 す る  
凹 所 １ ０ ４ の 上 面 １ ０ １ ａ か ら 突 出 す る バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ か ら バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ が  
突 出 す る 方 向 を 「 上 下 方 向 」 と 記 し 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ が 延 在 す る 方 向  
の う ち 、 上 下 に 直 交 す る 一 方 向 で あ り 、 端 子 本 体 ２ を 構 成 す る 後 述 の 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ  
、 ２ ２ Ｌ が 対 向 す る 方 向 を 「 左 右 方 向 」 と 記 し 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ が 延  
在 す る 方 向 の う ち 、 左 右 に 直 交 す る 他 方 向 を 「 前 後 方 向 」 と 記 す 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
バ ッ テ リ 端 子 １ は 、 図 ３ ～ ５ に 示 す よ う に 、 端 子 本 体 ２ （ 図 ３ 、 ４ に 示 す ） と 、 該 端 子 本  
体 ２ に 装 着 さ れ て 端 子 本 体 ２ と バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ と の 間 に 位 置 さ れ る プ  
ロ テ ク タ ３ （ 図 ３ 、 ５ に 示 す ） と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
端 子 本 体 ２ は 、 図 ３ 、 ４ に 示 す よ う に 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ に 接 続 さ れ る ポ ス ト 接 続 部  
２ ０ と 、 車 両 （ 不 図 示 ） に 搭 載 さ れ た 各 負 荷 （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ る 機 器 接 続 部 ２ ０ ０ と  
、 を 備 え る 。 本 実 施 形 態 で は 、 機 器 接 続 部 ２ ０ ０ は 、 ポ ス ト 接 続 部 ２ ０ の 前 後 方 向 の 一 方  
側 （ 図 ３ に お け る 右 上 ） に 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。 ポ ス ト 接 続 部 ２ ０ お よ び 機 器 接 続 部  
２ ０ ０ は 、 導 電 性 材 料 か ら な る 一 枚 の 金 属 板 に プ レ ス 加 工 や 曲 げ 加 工 が 施 さ れ る こ と で 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ポ ス ト 接 続 部 ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ が 挿 通 さ れ る と と も に 該  
バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ を 挟 込 ん で 締 め 付 け る 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ と 、 該 一 対 の 挟  
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持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ の 両 端 そ れ ぞ れ に 連 続 す る 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ （ 一 対 の 対 向  
部 ） と 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ を 近 接 さ せ て バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ を 締 め 付 け る 操  
作 機 構 ４ と 、 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ は そ れ ぞ れ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 下 に 対 向 す る 上 壁 ２ １ Ａ  
お よ び 下 壁 ２ １ Ｂ を 有 し 、 上 壁 ２ １ Ａ お よ び 下 壁 ２ １ Ｂ の そ れ ぞ れ に バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０  
２ を 挟 込 む た め の Ｃ 字 状 の 円 弧 部 ２ １ Ｒ ａ 、 ２ １ Ｌ ａ 、 ２ １ Ｒ ｂ 、 ２ １ Ｌ ｂ （ 図 ４ に 示 す  
、 以 下 、 こ れ ら を 総 称 し て 挿 通 部 ２ １ と 記 す 場 合 が あ る ） が 切 り 欠 き 形 成 さ れ る こ と で 構  
成 さ れ て い る 。 即 ち 、 上 壁 ２ １ Ａ に は 、 円 弧 部 ２ １ Ｒ ａ 、 ２ １ Ｌ ａ が 設 け ら れ 、 下 壁 ２ １  
Ｂ に は 、 円 弧 部 ２ １ Ｒ ｂ 、 ２ １ Ｌ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 上 壁 ２ １ Ａ は 、 下 壁 ２ １ Ｂ の 上 方  
に 位 置 し て い る 。 ま た 、 下 壁 ２ １ Ｂ に は 、 円 弧 部 ２ １ Ｒ ｂ 、 ２ １ Ｌ ｂ か ら 下 方 に 向 け て 突  
出 し て （ バ ッ テ リ 本 体 の 上 面 に 向 け て 突 出 し て ） 後 述 す る プ ロ テ ク タ ３ が 装 着 さ れ る Ｃ 字  
状 の 張 出 し 部 ２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ （ 装 着 部 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
各 接 離 片 ２ ２ Ｒ （ ２ ２ Ｌ ） は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ （ ２ １ Ｌ ） の 上 壁 ２ １  
Ａ に 連 続 す る 上 側 連 続 壁 ２ ２ Ａ と 、 下 壁 ２ １ Ｂ に 連 続 す る 下 側 連 続 壁 ２ ２ Ｂ と 、 上 側 連 続  
壁 ２ ２ Ａ と 下 側 連 続 壁 ２ ２ Ｂ を 連 結 す る 連 結 壁 ２ ２ Ｃ と 、 を 有 し て コ 字 状 に 構 成 さ れ て い  
る 。 こ の よ う な 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ は 、 左 右 方 向 に 接 離 可 能 に 設 け ら れ 、 接 近 す  
る こ と で 、 各 接 離 片 ２ ２ Ｒ （ ２ ２ Ｌ ） に 連 続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ （ ２ １ Ｌ ） で バ ッ テ リ ポ  
ス ト １ ０ ２ を 挟 込 ん で 締 め 付 け 、 互 い に 離 隔 す る こ と で 、 各 接 離 片 ２ ２ Ｒ （ ２ ２ Ｌ ） に 連  
続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ （ ２ １ Ｌ ） で バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ の 締 め 付 け を 緩 め る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
操 作 機 構 ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ を 接 離 さ せ る ナ ッ ト 部 材  
５ と 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ と 、 ボ ル ト ７ （ 操 作 部 ） と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ナ ッ ト 部 材 ５ は 、 導 電 性 材 料 か ら な る 金 属 板 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ナ ッ ト 部 材 ５ は 、 図 ４  
に 示 す よ う に 、 直 方 体 状 に 形 成 さ れ た 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ と 、 該 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ の 長 手 方  
向 ( 左 右 方 向 ) の 一 方 の 端 部 に 形 成 さ れ て 、 接 離 片 ２ ２ Ｒ の 端 縁 ２ Ｒ （ 図 ４ に 示 す ） に 後 述  
す る ブ ラ ケ ッ ト ６ を 挟 み 込 ん で 当 接 さ れ る 第 １ 当 接 部 ５ ２ と 、 該 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ の 他 方  
の 端 部 に 形 成 さ れ て 、 接 離 片 ２ ２ Ｒ の 端 縁 ２ Ｌ に 当 接 さ れ る 第 ２ 当 接 部 ５ ３ と 、 を 備 え る  
。 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ に お い て 、 第 １ 当 接 部 ５ ２ に 隣 接 す る 位 置 に は 、 後 述 す る ボ ル ト ７ の  
軸 部 ７ １ に 螺 合 さ れ る ボ ル ト 孔 ５ ４ が 設 け ら れ て い る 。 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ は 、 一 対 の 接 離  
片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ の 一 方 か ら 他 方 ま で 架 け 渡 さ れ る 長 さ を 有 し つ つ 、 上 側 連 続 壁 ２ ２ Ａ と  
下 側 連 続 壁 ２ ２ Ｂ と の 間 に 挿 入 可 能 な 厚 み を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ブ ラ ケ ッ ト ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 板 状 に 形 成 さ れ て 、 ポ ス ト 接 続 部 ２ ０ の 上 方 に 対 向  
し て 配 置 さ れ る 対 向 板 部 ６ １ と 、 対 向 板 部 ６ １ の 幅 方 向 ( 前 後 方 向 ) の 両 端 縁 に 連 続 す る と  
と も に 、 対 向 板 部 ６ １ の 各 端 縁 で 折 れ 曲 が っ て 接 離 片 ２ ２ Ｒ と ナ ッ ト 部 材 ５ の 第 １ 当 接 部  
５ ２ と の 間 に 向 け て 立 設 さ れ る 一 対 の 立 設 板 ６ ２ 、 ６ ２ と 、 を 備 え る 。 対 向 板 部 ６ １ に は  
、 後 述 す る ボ ル ト ７ の 軸 部 ７ １ を 挿 通 さ せ る ボ ル ト 挿 通 孔 ６ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
各 立 設 板 ６ ２ は 、 平 面 視 が 略 台 形 状 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 各 立 設 板 ６ ２ は 、 左 右  
方 向 の 一 方 側 の 第 １ 直 線 部 ６ ４ と 、 該 第 １ 直 線 部 ６ ４ の 他 方 側 に 対 向 す る 第 ２ 対 向 部 ６ ５  
と 、 を 備 え る 。 第 ２ 対 向 部 ６ ５ は 、 上 方 側 に 位 置 す る 斜 辺 部 ６ ６ と 、 該 斜 辺 部 ６ ６ の 下 方  
に 連 続 す る 直 線 部 ６ ７ と 、 を 有 し て い る 。 斜 辺 部 ６ ６ は 、 上 方 に 向 か う に し た が っ て 第 １  
直 線 部 ６ ４ と の 前 後 方 向 の 寸 法 が 大 き く な る よ う な 斜 辺 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ボ ル ト ７ は 、 軸 部 ７ １ と 、 軸 部 ７ １ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 頭 部 ７ ２ と 、 ワ ッ シ ャ ー ７ ３ と  
、 を 備 え る 。 軸 部 ７ １ の 外 周 面 は 、 ナ ッ ト 部 材 ５ の ボ ル ト 孔 ５ ４ に 螺 合 す る よ う に 螺 子 が  
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切 ら れ て い る 。 な お 、 ボ ル ト ７ に お い て 、 ワ ッ シ ャ ー ７ ３ は 省 略 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う な 操 作 機 構 ４ を 操 作 し て 、 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ で バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２  
を 締 め 付 け る 場 合 に は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ の 各 立 設 板 ６ ２ が 、 接 離 片 ２ ２ Ｒ の 端 縁 ２ Ｒ と ナ ッ  
ト 部 材 ５ の 第 １ 当 接 部 ５ ２ と の 間 に 挟 み 込 ま れ た 状 態 で 、 ボ ル ト ７ を ボ ル ト 孔 ５ ４ に 近 付  
け て 、 ボ ル ト ７ を 締 付 け 方 向 （ 例 え ば 時 計 回 り ） に 回 転 さ せ る 。 回 転 が 進 み 、 ボ ル ト ７ の  
頭 部 ７ ２ に 押 さ れ て 、 対 向 板 部 ６ １ お よ び 一 対 の 立 設 板 ６ ２ 、 ６ ２ が 下 方 に 移 動 す る 。 各  
立 設 板 ６ ２ は 、 上 方 に 向 か う に し た が っ て 幅 広 に な る よ う な 斜 辺 部 ６ ６ に 形 成 さ れ て い る  
こ と か ら 、 各 立 設 板 ６ ２ 及 び 第 １ 当 接 部 ５ ２ に よ っ て 、 一 方 （ 右 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｒ が 、  
他 方 （ 左 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｌ に 近 付 け ら れ 、 こ れ ら の 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ が 接 近 す る こ  
と で 、 各 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ に 連 続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ が バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０  
２ を 挟 込 ん で 締 め 付 け る 。 ま た 、 ボ ル ト ７ を 締 付 け 方 向 と 反 対 に （ 例 え ば 反 時 計 回 り ） に  
回 転 さ せ た 場 合 に は 、 一 方 （ 右 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｒ が 、 他 方 （ 左 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｌ か ら  
離 隔 さ れ る こ と で 、 各 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ に 連 続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ が バ ッ テ  
リ ポ ス ト １ ０ ２ の 締 め 付 け を 緩 め る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
機 器 接 続 部 ２ ０ ０ は 、 上 壁 ２ １ Ａ の 一 部 が 下 壁 ２ １ Ｂ に 向 け て 屈 曲 さ れ 、 上 壁 ２ １ Ａ と 下  
壁 ２ １ Ｂ の 間 に ス タ ッ ド ボ ル ト ９ が 挟 み 込 ま れ る こ と で 保 持 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の  
ス タ ッ ド ボ ル ト ９ は 、 例 え ば ヒ ュ ー ズ ユ ニ ッ ト を 介 し て 各 種 の 負 荷 に 接 続 さ れ る こ と で 、  
バ ッ テ リ １ ０ ０ の 電 力 が 、 機 器 接 続 部 ２ ０ ０ （ バ ッ テ リ 端 子 １ ） を 介 し て 、 各 種 の 負 荷 に  
供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
プ ロ テ ク タ ３ は 、 図 ５ ～ ７ に 示 す よ う に 、 端 子 本 体 ２ の 張 出 し 部 ２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ に 装 着 さ  
れ る リ ン グ 部 ３ １ ( プ ロ テ ク タ 本 体 ) と 、 該 リ ン グ 部 ３ １ に 連 続 し て 設 け ら れ 、 第 １ の 位 置  
( 進 入 位 置 ) と 第 ２ の 位 置 ( 退 避 位 置 ) と に 変 位 す る 弾 性 片 ３ ２ （ 弾 性 部 ） と 、 該 弾 性 片 ３ ２  
が 所 定 の 変 位 を す る よ う に 弾 性 片 ３ ２ の 変 位 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 ３ ３ と 、 を 備 え る 。 本  
実 施 形 態 の プ ロ テ ク タ ３ は 樹 脂 成 形 品 か ら 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の プ ロ テ ク  
タ ３ は 樹 脂 成 形 品 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 プ ロ  
テ ク タ は 、 金 属 板 に プ レ ス 加 工 や 曲 げ 加 工 が 施 さ れ る こ と で 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
リ ン グ 部 ３ １ は 、 端 子 本 体 ２ の 張 出 し 部 ２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ に 外 挿 さ れ る リ ン グ 本 体 ３ ４ （ 外  
挿 筒 部 ） と 、 該 リ ン グ 本 体 ３ ４ か ら 張 出 し 部 ２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ 、  
張 出 し 部 ２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ に 弾 性 的 に 接 触 す る 押 圧 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 押 圧 部 ３ ５ は  
、 リ ン グ 本 体 ３ ４ の 内 面 に お い て 、 適 宜 の 間 隔 を あ け て 複 数 個 所 に 設 け ら れ て い る 。 こ の  
よ う に 、 押 圧 部 ３ ５ が 張 出 し 部 ２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ に 弾 性 的 に 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ て い る  
こ と で 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ へ の 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ に よ る 締 付 け 前 も 、 締 付 け 後  
も 、 車 両 振 動 時 に お け る 異 音 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
弾 性 片 ３ ２ は 、 リ ン グ 本 体 ３ ４ の 周 縁 か ら 延 出 す る 長 方 形 板 状 の 第 １ 弾 性 部 ３ ２ Ａ と 、 該  
第 １ 弾 性 部 ３ ２ Ａ に 連 続 す る 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ ( 変 位 部 ) と 、 を 備 え る 。 第 １ 弾 性 部 ３ ２ Ａ  
は 、 リ ン グ 部 ３ １ が 端 子 本 体 ２ に 装 着 さ れ た 状 態 で 、 バ ッ テ リ １ ０ ０ の 上 面 に 向 け て 延 び  
て 形 成 さ れ 、 第 １ 弾 性 部 ３ ２ Ａ と 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ と の 境 界 部 ３ ２ Ｃ ( 以 下 で は 当 接 部 ３  
２ Ｃ と 記 す ) で 折 れ 曲 が っ て 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ は バ ッ テ リ １ ０ ０ の 上 面 か ら 離 れ る 方 向  
に 延 び て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ は 、 第 １ 弾 性 部 ３ ２ Ａ に 連 続 す る 弾 性 部 本 体 ３ ６ と 、 弾 性 部 本 体 ３ ６ か  
ら リ ン グ 部 ３ １ に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ た 突 起 ３ ７ と 、 弾 性 部 本 体 ３ ６ の 先 端 部 分 が 折  
れ 曲 が っ て 、 端 子 本 体 ２ の 隙 間 Ｓ ( 図 ４ に 示 す 、 詳 細 に は 、 隙 間 Ｓ に 露 出 す る 板 ナ ッ ト 本  
体 ５ １ ) に 引 っ 掛 か る 引 掛 け 部 ３ ８ と 、 を 備 え る 。 突 起 ３ ７ は 、 弾 性 部 本 体 ３ ６ の 延 在 方  
向 の 中 間 部 に 設 け ら れ て い る 。 突 起 ３ ７ は 、 弾 性 部 本 体 ３ ６ の 幅 方 向 ( 前 後 方 向 ) の 両 端 縁  
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に 連 続 す る と と も に 、 弾 性 部 本 体 ３ ６ の 各 端 縁 で 折 れ 曲 が っ て リ ン グ 部 ３ １ に 向 け て 突 出  
し て 設 け ら れ て い る 。 突 起 ３ ７ に は 、 端 子 本 体 ２ の 下 側 連 続 壁 ２ ２ Ｂ と 連 結 壁 ２ ２ Ｃ と 境  
界 に あ る 下 端 縁 ２ ｅ （ 図 ４ 、 図 ９ （ Ｂ ） 、 図 １ １ （ Ｂ ） ） に 示 す ） に 摺 動 さ れ る 摺 動 面 ３  
７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 摺 動 面 ３ ７ ａ は 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 第 １ の 位 置 に あ る 際 に 、 突  
出 方 向 （ リ ン グ 部 ３ １ ） に 向 か う に し た が っ て 、 下 方 に 向 け て 傾 斜 す る 傾 斜 面 か ら 構 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う な 弾 性 片 ３ ２ は 、 図 ６ 、 7 に 示 す よ う に 、 自 然 状 態 で は 第 １ の 位 置 ( 図 ６ に 示 す )  
に あ り 、 当 接 部 ３ ２ Ｃ が バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 当 接 し た 状 態 で 、 該 上 面 １  
０ １ ａ に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 弾 性 変 形 し て 第 ２ の 位 置 ( 図 ７ に 示  
す ) に 変 位 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ガ イ ド 部 ３ ３ は 、 一 対 の ガ イ ド レ ー ル ３ ３ Ａ 、 ３ ３ Ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。 一 対 の ガ イ ド  
レ ー ル ３ ３ Ａ 、 ３ ３ Ａ は 、 弾 性 片 ３ ２ に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ 、 互 い の 間 に 弾 性 片 ３ ２  
を 挟 ん で 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の よ う な プ ロ テ ク タ ３ が 第 １ の 位 置 に あ る 際 に は 、 図 ６ 、 ９ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に  
、 弾 性 片 ３ ２ の 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ 間 の 隙 間 Ｓ に 位 置 さ れ  
、 引 掛 け 部 ３ ８ が 、 該 隙 間 Ｓ か ら 露 出 し た 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ に 引 っ 掛 か る と と も に 、 突 起  
３ ７ が 端 子 本 体 ２ の 下 端 縁 ２ ｅ に 当 接 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ て い る （ 当 接 し て い て も よ い  
） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 プ ロ テ ク タ ３ が 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 変 位 す る 際 に は 、 プ ロ テ ク タ ３ は 端 子  
本 体 ２ に 装 着 さ れ た 状 態 で 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ に 近 付 け ら れ て 、 当 接 部 ３ ２ Ｃ が バ ッ テ  
リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 近 付 け ら れ て ( 移 動 さ れ て ) 当 接 す る 。 当 接 状 態 の ま ま 移 動  
が 進 ん で 、 突 起 ３ ７ の 摺 動 面 ３ ７ ａ に 端 子 本 体 ２ の 下 端 縁 ２ ｅ に 当 接 し 、 さ ら に 移 動 が 進  
ん で 、 突 起 ３ ７ の 摺 動 面 ３ ７ ａ に 摺 動 さ れ て 、 突 起 ３ ７ が 端 子 本 体 ２ の 下 端 縁 ２ ｅ に 押 さ  
れ て 、 弾 性 片 ３ ２ の 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ 間 の 隙 間 Ｓ か ら 外  
部 に 退 避 さ れ 、 引 掛 け 部 ３ ８ 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ へ の 引 っ 掛 か り が 解 除 さ れ る 。 こ の 際 、 弾  
性 片 ３ ２ は 、 一 対 の ガ イ ド レ ー ル ３ ３ Ａ 間 に 位 置 し て 、 一 対 の ガ イ ド レ ー ル ３ ３ Ａ に ガ イ  
ド さ れ て 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ の 進 入 位 置 お よ び 退 避 位 置 の 変 位 が ス ム ー ズ に 行 わ れ る 。 こ  
の よ う に し て 、 プ ロ テ ク タ ３ が 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 変 位 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
続 い て 、 バ ッ テ リ 端 子 １ を バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ に 接 続 す る 手 順 に つ い て 、 図 ８ ～ １ １ を  
参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま ず 、 端 子 本 体 ２ に プ ロ テ ク タ ３ が 装 着 さ れ て い る と と も に 第 １ の 位 置 に あ る 状 態 で 、 一  
対 の 挟 持 部 ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ 間 の 挿 通 部 ２ １ を バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ に 、 近 付 け て 挿 入 す る  
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
プ ロ テ ク タ ３ が 第 １ の 位 置 に あ る 状 態 で は 、 弾 性 片 ３ ２ の 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 、 一 対 の 接  
離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ 間 の 隙 間 Ｓ に 位 置 さ れ て 、 ボ ル ト ７ に よ る 締 付 け 操 作 （ 操 作 ） が 規 制  
さ れ て い る 。 挿 入 が 進 ん で 、 図 ８ 、 ９ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ ロ テ ク タ ３ の 当 接 部  
３ ２ Ｃ が 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 当 接 す る 。 さ ら に 挿 入 が 進 ん で 、 突 起 ３  
７ の 摺 動 面 ３ ７ ａ が 、 端 子 本 体 ２ の 下 端 縁 ２ ｅ （ 図 ２ に 示 す ） に 当 接 す る 。 さ ら に 挿 入 が  
進 ん で 、 端 子 本 体 ２ と バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ と の 離 間 距 離 が 適 切 で あ る 正 し  
い 位 置 関 係 に 到 達 す る ま で 近 付 け ら れ た 際 に 、 突 起 ３ ７ の 摺 動 面 ３ ７ ａ が 端 子 本 体 ２ の 下  
端 縁 ２ ｅ に 摺 動 さ れ て 、 突 起 ３ ７ が 端 子 本 体 ２ の 下 端 縁 ２ ｅ に 押 さ れ て 、 弾 性 片 ３ ２ の 第  
２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ 間 の 隙 間 Ｓ か ら 外 部 に 退 避 さ れ 、 引 掛 け  
部 ３ ８ の へ の 板 ナ ッ ト 本 体 ５ １ に 引 っ 掛 か り が 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 １ ０ 、 １ １ （  
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Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ ロ テ ク タ ３ が 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 変 位 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
プ ロ テ ク タ ３ が 第 ２ の 位 置 に あ る 状 態 で は 、 図 １ ０ 、 １ １ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 端  
子 本 体 ２ と バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ と の 離 間 距 離 が 適 切 で あ る 正 し い 位 置 関 係  
に あ る と し て 、 ボ ル ト ７ に よ る 締 付 け 操 作 の 規 制 が 解 除 さ れ る 。 即 ち 、 ボ ル ト ７ に よ る 締  
付 け 操 作 が 許 容 さ れ る 。 プ ロ テ ク タ ３ が 第 ２ の 位 置 に あ る 際 に 、 ボ ル ト ７ を 締 付 け 方 向 に  
回 転 さ せ る 。 ボ ル ト ７ の 回 転 が 進 ん で 、 一 方 （ 右 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｒ が 、 他 方 （ 左 方 ） の  
接 離 片 ２ ２ Ｌ に 近 付 け ら れ 、 こ れ ら の 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ が 接 近 す る こ と で 、 各 接 触 片  
２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ に 連 続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ が バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ を 挟 込 ん で 締  
め 付 け る 。 さ ら に 回 転 が 進 ん で 、 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ に よ る バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０  
２ の 締 付 け が 完 了 す る 。 こ の よ う に し て 、 バ ッ テ リ 端 子 １ を バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ に 電 気  
的 か つ 機 械 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
バ ッ テ リ 端 子 １ の バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ へ の 接 続 を 解 除 す る 場 合 に は 、 ボ ル ト ７ を 締 付 け  
方 向 と 反 対 方 向 に 回 転 さ せ る 。 回 転 が 進 ん で 、 一 方 （ 右 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｒ が 、 他 方 （ 左  
方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｌ か ら 離 隔 す る こ と で 、 各 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ に 連 続 す る 各 挟 持 部 ２  
１ Ｒ 、 ２ １ Ｌ が バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ の 締 め 付 け が 緩 め ら れ る 。 こ れ と と も に 、 端 子 本 体  
２ が 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ か ら 離 隔 さ れ 、 プ ロ テ ク タ ３ の 当 接 部 ３ ２ Ｃ の  
バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ へ の 当 接 状 態 が 解 除 さ れ る 。 さ ら に 離 隔 が 進 ん で 、 弾  
性 片 ３ ２ が 自 然 状 態 に 弾 性 復 元 さ れ て 、 プ ロ テ ク タ ３ は 第 ２ の 位 置 か ら 第 １ の 位 置 に 変 位  
す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 述 し た 実 施 形 態 に よ れ ば 、 弾 性 片 ３ ２ （ 弾 性 部 ） に は 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０  
１ ａ に 当 接 さ れ る 当 接 部 ３ ２ Ｃ と 、 該 当 接 部 ３ ２ Ｃ に 連 続 し て 設 け ら れ た 第 ２ 弾 性 部 ３ ２  
Ｂ （ 変 位 部 ） と 、 が 設 け ら れ 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ は 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ （ 一 対  
の 対 向 部 ） 間 の 隙 間 Ｓ に 進 入 す る 第 １ の 位 置 ( 進 入 位 置 ) と 、 第 １ の 位 置 か ら 一 対 の 接 離 片  
２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ の 外 側 に 退 避 す る 第 ２ の 位 置 ( 退 避 位 置 ) と 、 に 変 位 自 在 に 設 け ら れ 、 第 ２  
弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 進 入 位 置 に あ る 際 に ボ ル ト ７ （ 操 作 部 ） は 操 作 が 規 制 さ れ 、 当 接 部 ３ ２ Ｃ  
が バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 第 １  
の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 変 位 し て 、 ボ ル ト ７ は 操 作 規 制 が 解 除 さ れ て 操 作 が 許 容 さ れ る 。  
即 ち 、 端 子 本 体 ２ に プ ロ テ ク タ ３ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 第 １ の 位 置 に  
あ る 際 に 、 端 子 本 体 ２ と バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ と の 離 間 距 離 が 適 切 で は な い  
誤 っ た 位 置 関 係 に あ る と し て 、 ボ ル ト ７ に よ る 締 付 け 操 作 が 規 制 さ れ 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ  
が 第 ２ の 位 置 に あ る 際 に 、 端 子 本 体 ２ と バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ と の 離 間 距 離  
が 適 切 で あ る 正 し い 位 置 関 係 に あ る と し て 、 ボ ル ト ７ に よ る 締 付 け 操 作 が 許 容 さ れ る 。 こ  
れ に よ れ ば 、 端 子 本 体 ２ と バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ と の 離 間 距 離 が 適 切 で は な  
い 誤 っ た 位 置 関 係 に あ る 際 に 、 こ の 誤 っ た 位 置 の ま ま ボ ル ト ７ が 操 作 さ れ る こ と が な く な  
る か ら 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ へ の 取 付 け 作 業 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ （ 変 位 部 ） は 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 第 １ の 位 置 ( 進 入 位 置 ) に あ る  
際 に は 自 然 状 態 で あ り 、 当 接 部 ３ ２ Ｃ が バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 押 し 付 け ら  
れ る こ と で 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ は 、 第 １ の 位 置 ( 進 入 位 置 ) か ら 第 ２ の 位 置 ( 退 避 位 置 ) に 変  
位 す る 。 こ れ に よ れ ば 、 作 業 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ へ の 取 付 け  
作 業 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 弾 性 片 ３ ２ （ 弾 性 部 ） は 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ （ 変 位 部 ） か ら リ ン グ 部 ３ １ （ プ ロ テ  
ク タ 本 体 ） に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ た 突 起 ３ ７ を 有 し 、 突 起 ３ ７ に は 、 端 子 本 体 ２ の 下  
端 縁 ２ ｅ に 摺 動 さ れ る 摺 動 面 ３ ７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 当 接 部 ３ ２ Ｃ が バ  
ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 押 し 付 け ら れ た 際 に 、 端 子 本 体 ２ の 下 端 縁 ２ ｅ に 突 起  
３ ７ の 摺 動 面 ３ ７ ａ が 摺 動 さ れ る こ と で 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ の 第 １ の 位 置 ( 進 入 位 置 ) か ら  
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第 ２ の 位 置 ( 退 避 位 置 ) へ の 変 位 を 小 さ い 押 付 け 力 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 リ ン グ 部 ３ １ （ プ ロ テ ク タ 本 体 ） か ら 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ （ 変 位 部 ） に 向 け て 突 出 し  
て 設 け ら れ 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ を 挟 ん で 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ の 第 １ の 位 置 ( 進 入 位 置 ) お よ び  
第 ２ の 位 置 ( 退 避 位 置 ) の 変 位 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ れ ば  
、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ は 、 ガ イ ド 部 ３ ３ に ガ イ ド さ れ て 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ の 第 １ の 位 置 お  
よ び 第 ２ の 位 置 の 変 位 が ス ム ー ズ に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ （ 変 位 部 ） の 当 接 部 ３ ２ Ｃ か ら 離 れ た 先 端 側 に は 、 第 ２ 弾 性 部 ３  
２ Ｂ が 進 入 位 置 に あ る 際 に 、 端 子 本 体 ２ に 引 っ 掛 か る 引 掛 け 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ  
れ に よ れ ば 、 第 ２ 弾 性 部 ３ ２ Ｂ が 第 １ の 位 置 ( 進 入 位 置 ) に あ る 際 に 、 プ ロ テ ク タ ３ が 端 子  
本 体 ２ か ら 脱 落 す る こ と の 抑 制 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ に は 、 バ ッ テ リ 本 体 １ ０ １ の 上 面 １ ０ １ ａ に 向 け て 突  
出 し て 設 け ら れ て 、 プ ロ テ ク タ 本 体 を 装 着 さ せ る Ｃ 字 状 の リ ン グ 部 ３ １ が 設 け ら れ 、 リ ン  
グ 部 ３ １ （ プ ロ テ ク タ 本 体 ） に は 、 リ ン グ 部 ３ １ に 外 挿 さ れ る リ ン グ 本 体 ３ ４ と 、 該 リ ン  
グ 本 体 ３ ４ か ら リ ン グ 部 ３ １ に 向 け て 突 出 し て 設 け ら れ て 、 リ ン グ 部 ３ １ に 弾 性 的 に 接 触  
す る 押 圧 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ を 締 め 付 け る 前 も 、 バ  
ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ を 締 め 付 け る 後 も 、 押 圧 部 ３ ５ が リ ン グ 部 ３ １ に 弾 性 的 に 接 触 す る よ  
う に 構 成 さ れ た 場 合 に は 、 車 両 振 動 時 に お け る 異 音 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
尚 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 目 的 が 達 成 で き る 他 の  
構 成 等 を 含 み 、 以 下 に 示 す よ う な 変 形 等 も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
前 記 実 施 形 態 で は 、 操 作 機 構 ４ は 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ を 接 離 さ せ る ナ ッ ト 部 材  
５ と 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ と 、 ボ ル ト ７ （ 操 作 部 ） と 、 を 備 え て い た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ  
れ る も の で は な い 。 操 作 機 構 １ ４ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 一 対 の 接 離 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ  
を 接 離 さ せ る 座 金 １ ５ ２ お よ び 板 ナ ッ ト １ ５ ３ と 、 ボ ル ト ７ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い て  
も よ い 。 即 ち 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ は 省 略 し て も よ い 。 図 １ ２ は 、 バ ッ テ リ 端 子 １ の 変 形 例 を 示  
す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ２ に お い て 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 一 構 造 乃 至 同 一 機 能 を 有  
す る 部 位 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
座 金 １ ５ ２ お よ び 板 ナ ッ ト １ ５ ３ は 、 そ れ ぞ れ 導 電 性 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。 座 金 １ ５  
２ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 接 離 片 ２ ２ Ｒ の 端 縁 ２ Ｒ に 当 接 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 板 ナ  
ッ ト １ ５ ３ は 、 接 離 片 ２ ２ Ｌ の 端 縁 ２ Ｌ に 当 接 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 座 金 １ ５ ２  
に は 、 ボ ル ト ７ の 軸 部 ７ １ を 挿 通 さ せ る 不 図 示 の ボ ル ト 挿 通 孔 が 設 け ら れ て い る 。 板 ナ ッ  
ト １ ５ ３ に は 、 ボ ル ト ７ の 軸 部 ７ １ に 螺 合 さ れ る 不 図 示 の ボ ル ト 孔 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の よ う な 操 作 機 構 １ ４ は 、 座 金 １ ５ ２ が 接 離 片 ２ ２ Ｒ の 端 縁 ２ Ｒ に 当 接 さ れ 、 板 ナ ッ ト  
１ ５ ３ が 接 離 片 ２ ２ Ｌ の 端 縁 ２ Ｌ に 当 接 さ れ た 状 態 で 、 ボ ル ト ７ の 軸 部 ７ １ を 座 金 １ ５ ２  
の ボ ル ト 挿 通 孔 に 挿 通 し 、 板 ナ ッ ト １ ５ ３ の ボ ル ト 孔 に 近 付 け て 、 ボ ル ト ７ を 締 付 け 方 向  
（ 例 え ば 時 計 回 り ） に 回 転 さ せ る 。 即 ち 、 ボ ル ト ７ は 、 軸 部 ７ １ が 左 右 方 向 に 延 在 す る 格  
好 で 、 座 金 １ ５ ２ に 挿 通 さ れ て 、 板 ナ ッ ト １ ５ ３ に 螺 合 さ れ る 。 回 転 が 進 み 、 ボ ル ト ７ の  
頭 部 ７ ２ に 押 さ れ て 、 一 方 （ 右 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｒ が 、 他 方 （ 左 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｌ に 近  
付 け ら れ 、 こ れ ら の 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ が 接 近 す る こ と で 、 各 接 触 片 ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ に  
連 続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ が バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ を 挟 込 ん で 締 め 付 け る 。 ま た 、  
ボ ル ト ７ を 締 付 け 方 向 と 反 対 方 向 に （ 例 え ば 反 時 計 回 り ） に 回 転 さ せ た 場 合 に は 、 一 方 （  
右 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｒ が 、 他 方 （ 左 方 ） の 接 離 片 ２ ２ Ｌ か ら 離 隔 す る こ と で 、 各 接 触 片 ２  
２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ に 連 続 す る 各 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ が バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ の 締 め 付 け を 緩  
め る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
こ れ に よ れ ば 、 ボ ル ト ７ が 、 軸 部 ７ １ が 左 右 方 向 に 延 在 す る 格 好 で 、 座 金 １ ５ ２ に 挿 通 さ  
れ て 、 板 ナ ッ ト １ ５ ３ に 螺 合 さ れ る こ と で 、 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ に よ り バ ッ テ リ  
ポ ス ト １ ０ ２ が 締 め 付 け ら れ る 。 即 ち 、 ボ ル ト ７ は 軸 部 ７ １ が 左 右 方 向 に 延 在 す る 格 好 で  
操 作 さ れ る こ と に よ り 、 操 作 時 に お い て 、 バ ッ テ リ 端 子 １ の 高 さ 方 向 の 小 型 化 を 図 る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 と し て ボ ル ト ７ が 用 い ら れ 、 ボ ル ト ７ を 回 転 さ せ る  
こ と で 、 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ に よ っ て 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １ ０ ２ が 締 め 付 け ら れ て  
い た が 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 操 作 部 と し て 不 図 示 の レ バ ー が 用 い ら れ  
、 レ バ ー を 回 転 さ せ る こ と で 、 一 対 の 挟 持 部 ２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ に よ っ て 、 バ ッ テ リ ポ ス ト １  
０ ２ が 締 め 付 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
そ の 他 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 構 成 、 方 法 な ど は 、 以 上 の 記 載 で 開 示 さ れ て い る  
が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 主 に 特 定 の 実 施 形  
態 に 関 し て 特 に 図 示 さ れ 、 且 つ 、 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 お よ び 目 的 の 範  
囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 に 対 し 、 形 状 、 材 質 、 数 量 、 そ の 他 の 詳 細  
な 構 成 に お い て 、 当 業 者 が 様 々 な 変 形 を 加 え る こ と が で き る も の で あ る 。 従 っ て 、 上 記 に  
開 示 し た 形 状 、 材 質 な ど を 限 定 し た 記 載 は 、 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 例 示 的 に 記  
載 し た も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い か ら 、 そ れ ら の 形 状 、 材 質 な ど の 限 定  
の 一 部 、 も し く は 全 部 の 限 定 を 外 し た 部 材 の 名 称 で の 記 載 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る も の で あ  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ 、 １ １         バ ッ テ リ 端 子
２               端 子 本 体
３               プ ロ テ ク タ
７               ボ ル ト （ 操 作 部 ）
２ １ Ｒ 、 ２ １ Ｌ   一 対 の 挟 持 部
２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｌ   一 対 の 接 離 片 （ 一 対 の 対 向 部 ）
２ ３ Ｒ 、 ２ ３ Ｌ   張 出 し 部 （ 装 着 部 ）
３ １             リ ン グ 部 （ プ ロ テ ク タ 本 体 ）
３ ２             弾 性 片 （ 弾 性 部 ）
３ ２ Ｂ           第 ２ 弾 性 部  ( 変 位 部 )
３ ２ Ｃ           当 接 部
３ ３             ガ イ ド 部
３ ４             リ ン グ 本 体 （ 外 挿 筒 部 ）
３ ５             押 圧 部
３ ７             突 起
３ ７ ａ           摺 動 面
３ ８             引 掛 け 部
１ ０ １           バ ッ テ リ 本 体
１ ０ １ ａ         バ ッ テ リ 本 体 の 上 面
１ ０ ２           バ ッ テ リ ポ ス ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】



10

JP 2022-18423 A 2022.1.27(15)

フロントページの続き

(72)発明者　 加藤  孝幸
静岡県牧之原市布引原２０６－１  矢崎部品株式会社内

Ｆターム（参考）　 5H040 AA03 AS04 AT06 DD04 DD11 NN03
5H043 AA20 BA11 CA05 DA04 DA08 JA01D KA33D LA21D


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

